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5月24日、防衛省を通じて在日米海軍司令部から、空母ジョージ・ワシントン艦載固定翼機全機種による着陸訓練を6月1日から6月11日までの間硫黄島において行う旨の通知が関係自治体になされた。この通知では、硫黄島における天候などの事情により、所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛行場においては6月7日から６月11日まで10時から22時まで訓練を実施するとされている。

　我々が米空母艦載機による訓練が行われるごとに指摘している通り、そもそも1973年の横須賀の空母母港化にあたって、「厚木での着陸訓練は行わない」と約束したはずである。にもかかわらず米軍は1982年から厚木飛行場での離着陸訓練を開始した。厚木基地周辺は250万を超える人々が生活している人口密集地であり、そのような地域での離着陸訓練は本国でも行っていない無謀極まりない所業である。昨年のFCLP訓練では関係自治体からの要請も無視し、昼夜に及ぶ激しい訓練が実施され、近年類を見ない極めて甚大な爆音被害を市民に与えた。厚木基地周辺住民の平穏な生活を脅かすFCLPは絶対に認めることはできない。さらに、今年に入ってからも米海軍横須賀基地所属の米兵による犯罪は頻発しており、市民生活への脅威になっていることも指摘しなければならない。

　以上より、日本共産党神奈川県委員会はこの通知に抗議し、いかなる事情のもとでも厚木飛行場での訓練を実施しないことを強く求め、貴職に対し次のことを求めるものである。

１、厚木基地を使用しての一切のFCLPを実施しないこと。

２、問題の根本的解決のために、爆音と米軍機事故のおおもとにある米原子力空母ジョージ・ワシントンの横須賀母港を撤回すること。

以上
